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町内施設の現状と町内施設の現状と
　　　今後の課題を確認!　　　今後の課題を確認!
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臨時会議・定例会議臨時会議・定例会議

11
月
臨
時
会
議

11
月
24
日

◦
斜
里
町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◦
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

期
末
手
当
の
改
正
（
０
・

10
月
分
の
引
上
げ
）

◦
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

給
与
水
準
の
見
直
し
（
俸
給
表
平
均
１
・
１
％
引

き
上
げ
）

期
末
手
当
、
勤
勉
手
当
の
改
正
（
各
０
・

05
月

分
、
計
０
・

10
月
分
の
引
上
げ
）

◦
斜
里
町
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

期
末
手
当
の
改
正
（
０
・

10
月
分
の
引
上
げ
）

■ 

条
例
改
正

◦
斜
里
町
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

給
与
水
準
の
見
直
し

■ 

特
別
委
員
会
の
設
置

　

第
６
次
斜
里
町
総
合
計
画
調
査
特
別
委
員
会
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算　
　

 

第
7
回

◦
斜
網
地
区
新
中
間
処
理
施
設
整
備
負
担
金

　

96
万
円

【
教
　
育
】

◦
遠
距
離
通
学
児
童
生
徒
対
策
（
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
業
務
委
託
）
事
業　
　
　
　
　
　

８
６
９
万
円

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算　
　

 
第
６
回

貸
切
バ
ス
の
運
賃（
料
金
）

に
関
し
て
、
国
土
交
通
省

か
ら
令
和
5
年
10
月
に
新

運
賃
額
（
下
限
額
）
の
公

示
が
あ
っ
た
た
め
、
現
在

「
斜
里
バ
ス
株
式
会
社
」

と
契
約
し
て
い
る
ス
ク
ー

ル
バ
ス
単
価
を
改
定

◦
学
校
保
健
特
別
対
策
事
業
（
感
染
症
流
行
下
に
お

け
る
学
校
教
育
活
動
体
制
整
備
事
業
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
０
万
円

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
25
台

を
町
立
学
校
に
整
備
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◦
工
事
請
負
契
約
（
朝
日
小
学
校
長
寿
命
化
改
修
工

事
）
の
締
結
の
議
決
事
項
の
変
更
に
つ
い
て

　

変
更
前
：
３
億
７
９
５
０
万
円　

　

変
更
後
：
４
億
５
７
１
万
円

◦
公
の
施
設
（
寿
の
家
）
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指

定
に
つ
い
て

　

３
年
予
算
（
令
和
６
年
〜
８
年
）

　

指
定
管
理
料　

２
８
０
万
円

◦
公
の
施
設
（
知
床
自
然
セ
ン
タ
ー
他
）
に
係
る
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

３
年
予
算
（
令
和
６
年
〜
８
年
）

　

指
定
管
理
料　

１
億
２
７
４
８
万
円

議
決
議
案

認
定
こ
ど
も
園
の
冷
房
機
器
購
入
を
一
部
助
成

【
財
産
収
入
】

◦
町
有
財
産
売
り
払
い
収
入　
　
　

１
０
３
９
万
円

公
募
し
て
い
た
ウ
ト
ロ
西
宅
地
の
売
払
い
に
伴
う

収
入

　

他
、
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
事
業
、
公
共
下

水
道
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
）、
病
院
事
業
会
計

の
各
補
正
予
算
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

【
総
　
務
】

◦
庶
務
管
理
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業　
　

８
７
３
万
円

職
員
の
時
間
外
労
働
の
削
減
や
効
率
化
す
る
た
め

に
シ
ス
テ
ム
を
導
入

◦
旅
券
発
給
事
業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

79
万
円

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
、
発
給
す
る
た
め
の
機
器
購

入
や
シ
ス
テ
ム
を
導
入

【
農
　
業
】

◦
農
業
委
員
会
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
デ
ー
タ
移
行
事

業　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
２
万
円

台
帳
を
一
つ
に
し
閲
覧
し
や
す
い
環
境
を
整
備

【
民
　
生
】

◦
外
国
人
人
材
住
宅
支
援
補
助
金　
　

１
５
０
万
円

介
護
職
を
担
う
外
国
人
に
対
す
る
住
宅
支
援

◦
ウ
ト
ロ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
運
営
費
助
成
金

１
８
２
万
円

燃
料
費
高
騰
に
伴
い
、助
成
金
を
追
加

◦
認
定
こ
ど
も
園
熱
中
症
対
策
補
助
金

１
０
２
万
円

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算 

第
８
・
９
回

12
月
定
例
会
議

12
月
20
日
〜
22
日

◦
公
の
施
設
（
斜
里
町
産
業
会
館
）
に
係
る
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

３
年
予
算
（
令
和
６
年
〜
８
年
）

　

指
定
管
理
料　

１
１
６
１
万
円

◦
公
の
施
設
（
み
ど
り
工
房
し
ゃ
り
）
に
係
る
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

３
年
予
算
（
令
和
６
年
〜
８
年
）

　

指
定
管
理
料　

７
３
５
５
万
円

◆
斜
里
町
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
戸
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符
号
の
発
行
1
件

４
０
０
円

・
除
籍
電
子
証
明
書
提
供
用
識
別
符
号
の
発
行
1
件

７
０
０
円

◆
斜
里
町
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型

保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

・
関
係
法
律
の
改
正
に
伴
う
引
用
部
分
の
項
く
り
上

が
り

・
既
存
規
定
の
不
備
の
補
正
と
適
用
対
象
を
明
確
化

す
る
規
定
を
追
加

◆
斜
里
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

・
開
設
場
所
の
変
更
（
ぽ
る
と
21
へ
）

・
事
業
内
容
を
国
の
要
綱
に
準
拠
し
改
め
る
。

条
例
制
定
・
改
正
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◆
斜
里
町
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

・
移
動
端
末
設
備（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
）

に
よ
る
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

◆
斜
里
町
公
共
下
水
道
設
置
条
例
、
斜

里
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
条

例
2
件
を
廃
止
す
る
条
例

◆
斜
里
町
公
共
下
水
道
事
業
の
設
置
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定

・
公
営
企
業
会
計
の
適
用
を
推
進
す
る

た
め
2
件
を
廃
し
、
新
に
条
例
を
制

定人 事 案 件　選任の同意（敬称略）

■斜里町情報公開審査会委員

　瀧川　　誠、田畑　芳子、横内　正元、

　遠藤　雄大、八幡　一也

全 員 協 議 会
町から町政全般に関わる事項や、重要施策に
ついてあらかじめ補足的な説明を受けるため
必要に応じて開催される会議です。12月定例
会議では9件でした。

③ 斜里町債権管理条例（案）の策定について	
　町の債権の管理に関する事務の処理について、
必要な事項を定めることにより町の債権管理の一

層の適正化を図り、町民負担の公平性及び財政の
健全化を確保することを目的としている。

② 斜里町中期財政収支計画の策定について	
　斜里町が将来にわたって真に必要な町民サービ
スを提供する上で、必要不可欠な健全財政を実現
するため、具体的取り組み（財政目標・財政健全
化対策）をまとめた今後５カ年の基本的な指針が
示された。

① 第7次斜里町総合計画策定作業の進捗状況について	
　町民策定委員会は昨年８月24日の諮問以降、全
体会議６回、部会長会議２回、７部会の会議計41
回開催され、町民策定委員からの色々な意見につ
いて行政内部での修正・意見を加え計画の精度を
高め、第６回会議において町長に「提言」を提出
するに至った。今協議会ではこの「提言」に基本
的事項などを加えた原案が示された。 写真は第６次斜里町総合計画写真は第６次斜里町総合計画
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⑨ 斜里町パートナーシップ宣誓制度の導入について	
　性的マイノリティの方の生きづらさの軽減を図
るため、誰もが性別や性自認に関わらず多様な選
択ができるよう斜里町パートナーシップ宣誓制度
を導入する。

　東オホーツク定住自立圏を構成する自治体（網
走市・斜里町・小清水町・清里町・大空町）で同
一内容の要綱を制定する予定であり、制度運用開
始は、令和６年４月を予定としている。

⑧ 新学校給食センター整備事業について	
　現給食センターは築30年以上が経過し、老朽化
及び狭隘さを起因とする課題や徹底的な衛生管理
への対応が急務となり、新たな学校給食センター
を整備することで、さらなる安心安全でおいしい
給食の安定的な提供を目指す。
　今後の事業計画については、建設予定地・基本

構想策定、企画提案型プロポーザル方式による業
者選定、基本構想（案）のパブリックコメント実
施、DBO契約締結・着工・完成（令和７年～８年）。
新センター運営管理（給食提供）開始は令和９年、
管理運営業務委託期間は15年間を予定している。

⑦ 学校給食費の改定について	
　学校給食は適切な栄養の摂取による健康の維
持・増進を図ることを目標の一つとしているが、
食材価格が上昇している現状からこれまでの対応
では、学校給食摂取基準を維持することが困難な
状況であるため、給食費増額の検討が必要である。
給食費の改定時期については、令和６年４月とし
ている。

⑥ 社会福祉法人斜里福祉会の今後の運営について	
　福祉会の経営改善案では、役職員全員で地域の
協力を得て職員確保に努めること、また町の協力
を得て、介護福祉専門学校の学生向けに就学支援
制度の創設を目指すこととしている。
　町としては、斜里福祉会の職員確保の考え方を

転換（外国人材から地域人材への移行）させるこ
と、また出直し的再編案として、介護福祉施設を
斜里町に残し町民の安心安全を守ることを前提と
し、地域住民の参画・専門家を交えた職員・役員
の意識改革が必須であると考えている。

⑤ 第9期斜里町高齢者保健福祉計画・斜里町介護保険事業計画の中間報告について	
　町の総人口は減少傾向にあり、令和12年度には
人口が9,688人になる見込みである。また、75歳
以上の人口は増加し、令和12年度における高齢化
率は36.76%となる見通しである。
　令和５年度の保険給付費実績では、施設サービ
ス・在宅サービスの一部休止があり、計画値を大
きく下回った。今後の取り組みとして、包括的な
支援体制の整備を含め家族介護者（ケアラー）支
援体制の充実を重点施策に加えるとしている。

④ 斜網地区循環型社会形成推進地域計画の策定について	
　基本的事項については、対象地域を１市４町（網
走市・美幌町・斜里町・小清水町・大空町）での
構成。廃棄物処理施設の工事計画額の設定では、
メーカー10社にアンケート調査を実施。
　今後のスケジュールとして、令和５年12月北海
道へ地域計画（案）を提出。令和６年１月国へ地域
計画（案）を提出。令和６年３月国による地域計画
の承認、処理方法の決定。令和６年４月交付対象
事業交付金申請、各事業発注準備の予定である。
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問　
「
交
流
の
場
」
と
し
て

今
後
は
外
国
人
の
利
用
促
進

も
考
え
て
は
い
か
が
で
す

か
？

教
育
長
　
も
っ
と
気
軽
に
利

用
で
き
る
よ
う
、
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
の
設
置
や
外
国
人
向
け

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
日

本
語
学
習
講
座
の
実
施
な
ど
、 

次
期
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
「
憩
い
の
場
」
と
し
て
、

カ
フ
ェ
の
併
設
を
求
め
る
声

も
あ
り
ま
す
が
今
後
そ
う
し

た
施
設
整
備
の
考
え
は
あ
り

ま
す
か
？

教
育
長
　
面
積
の
制
約
、
設

備
の
整
備
、
人
手
確
保
な
ど

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
コ
ー
ヒ
ー
等
提
供
す
る
機

能
を
ど
う
す
る
か
検
討
を
進

め
ま
す
。

問　

新
図
書
館
は
オ
ー
プ
ン

か
ら
８
年
経
ち
ま
し
た
。
次

期
図
書
館
運
営
推
進
計
画
策

定
に
向
け
て
、
今
後
の
方
向

性
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

中
高
生
向
け
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
会
議
室
の
利
用
状
況
と

課
題
は
？

教
育
長
　
中
高
生
は
テ
ス
ト

勉
強
や
適
応
指
導
教
室
、
休

憩
や
食
事
の
利
用
も
あ
り
ま

す
。
課
題
は
音
の
反
響
が
大

き
く
、
今
後
は
防
音
・
吸
音

等
の
処
置
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

問
　
今
年
度
は
特
に
中
高
生

向
け
の
取
組
み
が
さ
れ
ま
し

た
。交
流
掲
示
板
の
設
置
や
、

９
月
に
は
大
学
生
や
社
会
人

に
勉
強
を
教
わ
っ
た
り
悩
み

を
相
談
す
る
場
づ
く
り
を
試

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
効
果

は
ど
う
で
し
た
か
？

教
育
長
　
４
日
間
で
の
べ
51

人
が
参
加
し
、「
将
来
の
夢

が
見
つ
か
っ
た
」
な
ど
効
果

が
あ
っ
た
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
。

　

今
後
は
恒
常
的
に
実
施
で

き
な
い
か
を
含
め
継
続
を
検

討
し
て
い
く
考
え
で
す
。

問　

斜
里
町
で
は
現
在
知
床

ウ
ト
ロ
学
校
、
朝
日
小
学

校
、
斜
里
高
校
が
ユ
ネ
ス
コ

ス
ク
ー
ル
に
加
盟
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
な
活
動
と
し
て

は
「
ふ
る
さ
と
学
習
」
を
中

心
に
、
近
隣
の
ユ
ネ
ス
コ
ス

ク
ー
ル
と
の
交
流
、
連
携
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
自

然
遺
産
の
町
・
斜
里
町
に
ふ

さ
わ
し
い
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー

ル
、
全
て
の
学
校
が
加
盟
校

と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。

　

現
在
、
未
加
盟
校
に
お
い

て
加
盟
申
請
は
進
ん
で
い
ま

す
か
？

教
育
長
　
加
盟
申
請
の
手
続

き
は
行
っ
て
い
な
い
状
況
で

す
。

　

今
後
は
情
報
提
供
を
し
な

が
ら
学
校
と
も
協
議
を
し
て

い
き
ま
す
。

中
高
生
の
居
場
所
づ

く
り
は
？

知
床
観
光
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て 

斜
里
町
全
て
の
学
校
を
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
！

外
国
人
の
利
用
促
進

学
校
間
の
交
流
促
進
は

省
も
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
拠
点
と
し
て

位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
を
推
進
し
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
な
お
の
こ
と
斜

里
町
全
て
の
学
校
が
加
盟
校

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
は

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
２
０

２
５
年
に
は
世
界
自
然
遺
産

登
録
か
ら
20
周
年
を
迎
え
ま

す
。
そ
れ
に
向
け
て
、
取
り

組
ん
で
は
い
か
が
で
す
か
？

教
育
長
　
道
内
加
盟
校
の
う

ち
知
床
圏
に
は
特
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
道
内
の

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
の
Ｅ
Ｓ

Ｄ
先
進
地
と
な
っ
て
い
く
可

能
性
も
ふ
ま
え
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

新図書館オープンから８年、
さらに親しまれる図書館に！

小暮 千秋 議員小暮 千秋 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

12月定例会議

斜
里
高
校
生
が
出
向
き
学
習

サ
ポ
ー
ト
や
キ
ャ
リ
ア
学
習

の
講
師
を
し
て
い
ま
す
が
、

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
加
盟
校

に
な
る
こ
と
で
先
生
方
の
意

識
の
変
化
な
ど
も
あ
る
と
考

え
ま
す
。

問　

他
校
種
間
の
連
携
と
し

て
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
を
軸

に
し
た
交
流
が
で
き
る
と
考

え
ま
す
。
実
施
可
能
な
こ
と

か
ら
取
り
組
ん
で
は
？

教
育
長
　
現
在
も
小
中
高
の

連
携
と
し
て
朝
日
小
学
校
に

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル

は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
拠
点

で
す

問　

次
期
総
合
計
画
は
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
理
念
の
も
と
策
定
が

進
ん
で
い
ま
す
。
教
育
行
政

に
お
い
て
は
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続

可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
）
の
実
践
は
欠
か
せ
な
い

と
考
え
ま
す
が
、
教
育
長
の

所
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

教
育
長
　
新
学
習
指
導
要
領

に
お
い
て
Ｅ
Ｓ
Ｄ
は
基
盤
と

な
る
理
念
と
さ
れ
「
持
続
可

能
な
社
会
の
創
り
手
の
育

成
」が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
実
践
が
大
変
重
要

と
の
認
識
は
議
員
と
同
様
で

あ
り
、
現
在
策
定
中
の
第
７

次
総
合
計
画
に
お
い
て
こ
れ

を
明
記
す
る
予
定
と
し
て
い

ま
す
。

問　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
の
推
進
は
ユ
ネ

ス
コ
が
主
軸
で
あ
り
、
文
科

人気の中高生限定の交流掲示板。職員の回
答にも注目です。

先日開催された知床圏ユネスコスクール４
高校によるフォーラムでは環境問題につい
て活発に意見交換がされました。
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次
回
に
向
け
て
ど
う

仕
組
み
化
す
べ
き
か
？

観
光
に
使
っ
て
い
る

お
金
の
総
額
と
比
率

は
？ 入

湯
税
の
使
い
道
を

　
　
　
　
　
再
検
討
す
べ
き
で
は
？

問　

斜
里
町
の
令
和
４
年
度

の
入
湯
税
の
総
額
は
約
３
６

０
０
万
円
で
し
た
が
、
こ
の

予
算
の
使
い
方
は
長
期
間
変

わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

観
光
関
連
の
事
業
者
が
納

税
者
で
あ
る
観
光
客
へ
の
説

明
が
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
一
般
財
源
化
し

て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
も
お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。今
後
、

宿
泊
税
の
導
入
も
検
討
さ
れ

る
中
、
目
的
税
の
使
用
に
つ

い
て
再
度
見
直
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
令
和
4
年

度
に
お
け
る
町
の
歳
出
予
算

の
中
、
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
に
使
用
し
て
る
そ
れ
ぞ
れ

の
金
額
比
率
は
？

町
長
　
令
和
4
年
度
の
観
光

費
は
1
億
５
６
０
０
万
円
で

あ
り
、
歳
出
に
占
め
る
割
合

は
１
．
63
％
で
す
。

問　

宿
泊
税
が
導
入
さ
れ
た

町
長
　
事
業
者
ニ
ー
ズ
は
誘

客
対
策
、
情
報
発
信
、
公
共

町
長
　
導
入
検
討
を
し
て
い

る
宿
泊
税
の
使
途
と
の
棲
み

分
け
を
含
め
て
地
域
関
係
者

の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
整
理

し
て
い
く
考
え
で
す
。

問　

今
後
、
観
光
振
興
に
対

す
る
支
援
金
額
も
含

め
、
町
長
の
所
見
を

伺
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

町
長
　
観
光
船
の
事

故
以
降
、
観
光
事
業

は
斜
里
町
は
大
き
な

産
業
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
観
光
地
を
多

く
の
皆
様
に
知
っ
て

も
ら
い
、見
る
観
光
、 

感
じ
る
観
光
、
学
ぶ

観
光
の
３
つ
の
視
点

を
目
指
し
て
い
き
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
様 

々
な
財
源
を
活
用
し
、 

観
光
地
を
整
備
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

場
合
は
先
ほ
ど
の
観
光
費
総

額
１
．56
億
円
、
比
率
１
．63

％
は
変
わ
ら
ず
一
般
財
源
と

の
比
率
が
変
化
す
る
だ
け
で

し
ょ
う
か
？
町
長
の
所
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　
情
勢
に
よ
っ
て
対
応

し
て
い
き
た
い
。
１
．
63
％

に
こ
だ
わ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

町
長
　
住
居
が
集
合
し
て
い

る
地
域
で
の
銃
の
使
用
に
つ

い
て
法
整
備
が
追
い
つ
い
て

い
な
い
点
、
地
域
の
人
的
資

源
だ
け
で
は
限
界
な
点
、
ま

た
専
門
人
材
配
置
や
応
援
派

遣
の
支
援
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
観
光
客
に
対
し
て
の
情

報
周
知
も
課
題
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

中
長
期
的
な
視
点
で
ヒ

グ
マ
は
保
護
し
た
い
の
か
？

安
全
を
優
先
し
て
頭
数
制
限

管
理
を
し
た
い
の
か
？
ど
ち

ら
で
し
ょ
う
か
？

町
長
　
ど
ち
ら
か
で
は
な
く

両
立
を
今
後
も
考
え
て
い
ま

す
。
私
と
し
て
は
、
人
間
の

命
が
最
優
先
と
考
え
ま
す
。

問　

住
民
支
援
の
視
点
で
子

育
て
世
代
の
遊
び
場
の
制
限

に
よ
る
子
供
と
親
の
ス
ト
レ

ス
、
子
供
た
ち
の
登
下
校
の

親
の
送
迎
対
応
に
よ
る
対
応

負
荷
が
あ
り
ま
し
た
。
住
民

支
援
に
つ
い
て
の
所
見
は
？

町
長
　
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
に
つ
い
て
は
恒
常
的
に
続

く
の
か
今
年
度
の
情
報
を
分

町
長
　
斜
里
町
だ
け
で
考
え

ら
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
ヒ

グ
マ
管
理
計
画
な
ど
３
町

（
斜
里
、
羅
臼
、
標
津
）
で

の
検
討
に
な
り
ま
す
。

問　

同
様
の
ケ
ー
ス
が
起
こ

っ
た
場
合
に
ヒ
グ
マ
対
策
本

部
を
町
で
設
置
す
る
考
え
は

あ
り
ま
す
か
？

町
長
　
対
策
本
部
に
準
じ
た

形
が
良
い
の
か
改
め
て
検
討

析
し
な
が
ら
検
討
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
回
の
ヒ
グ
マ
対
策

で
町
と
し
て
ど
の
よ

う
な
課
題
や
問
題
点

が
あ
る
と
認
識
し
て

い
ま
す
か
？

宿
泊
事
業
者
、
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
は
ど
こ

に
？

入
湯
税
使
用
項
目
の

意
見
交
換
会
を
実
施

し
て
み
て
は
？

し
て
い
き
ま
す
。

町
独
自
で
の
対
策

本
部
は
立
ち
上
げ

て
い
く
予
定
で
す
。 

Ｂ
Ｃ
Ｐ
で
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
化
に
つ
い

て
は
時
間
が
か
か

る
と
考
え
ま
す
。

交
通
の
充
実
、
温
泉
源
の
維

持
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

観
光
客
の
ニ
ー
ズ
は
、
観

光
委
施
設
の
魅
力
づ
く
り
、

体
験
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と

思
っ
て
い
ま
す
。

令和４年度 入湯税の使途状況
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問　

斜
里
町
で
は
、
今
年
の

夏
の
猛
暑
に
対
す
る
対
処
と

し
て
、
朝
日
小
学
校
を
始
め

各
学
校
や
認
定
保
育
園
の
ク

ー
ラ
ー
に
対
す
る
前
倒
し
の

予
算
を
決
定
し
、
設
置
対
策

等
が
考
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
一
方
で
、
町
民
の
命
を

守
る
国
保
病
院
の
ク
ー
ラ
ー

設
置
に
つ
い
て
は
、
一
般
病

棟
の
設
置
な
ど
患
者
へ
の
対

応
は
そ
れ
な
り
に
取
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
医
療
従
事
者

の
環
境
は
ま
だ
充
分
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
病
院
に
隣
接
し

て
い
る
看
護
師
宿
舎
や
医
師

の
控
え
室
な
ど
に
も
ク
ー
ラ

ー
を
設
置
し
、
職
員
が
ベ
ス

ト
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
望

む
事
こ
そ
が
健
全
で
あ
り
、

安
心
し
て
利
用
で
き
る
病
院

に
つ
な
が
る
も
の
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。
町
長
の
考
え
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長
　
病
院
の
ク
ー
ラ
ー
設

置
に
つ
き
ま
し
て
は
、
療
養

環
境
改
善
の
た
め
診
察
室
や

病
棟
の
一
部
等
で
整
備
し
て

い
ま
す
が
、
外
来
待
合
室
や

常
勤
及
び
非
常
勤
医
師
の
控

え
室
等
に
は
整
備
が
さ
れ
て

い
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
材
の
確
保
や
職
員
が

ベ
ス
ト
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

録画映像を動画でチェック▶

で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
上
で
も
、
ク
ー
ラ
ー
の
整

備
は
必
要
と
考
え
て
お
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
外
来
待
合
室

や
病
室
等
の
療
養
環
境
の
改

善
を
優
先
し
、
そ
の
後
段
階

的
に
医
師
控
え
室
、
看
護
師

宿
舎
等
の
環
境
改
善
に
つ
い

て
検
討
を
進
め
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

斜
里
町
顕
彰
・
表
彰
式
を

　
　
さ
ら
に
価
値
の
あ
る
も
の
に
！

問　

人
生
の
中
で
い
ろ
い
ろ

な
機
関
、
ま
た
場
所
に
お
い

て
、『
表
彰
』
さ
れ
る
事
は
、

そ
の
方
の
価
値
を
見
出
さ
れ

た
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら

の
人
生
の
ひ
と
つ
の
道
標
で

す
。
今
年
も
11
月
3
日
に
斜

里
町
顕
彰
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
最
近
は
自
治
会

表
彰
や
、
町
長
表
彰
な
ど
欠

席
者
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
必
ず
関
係
者
が

出
る
よ
う
な
対
策
を
取
る
こ

と
、
ま
た
表
彰
内
容
の
読
み

上
げ
も
以
下
同
文
で
は
な
く
、 

工
夫
を
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
さ
ら
に
価
値
の
あ
る
も
の

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
表
彰
式
が
人
生
で
最

高
に
価
値
の
あ
る
日
に
な
る

よ
う
に
、
皆
さ
ん
で
知
恵
を

出
し
合
っ
て
素
晴
ら
し
い
も

の
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の

考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

町
長
　
顕
彰
者
に
対
す
る
表

彰
の
方
法
・
読
み
上
げ
方
に

つ
い
て
、
工
夫
を
し
た
方
が

よ
い
と
の
指
摘
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
表
彰
の
価
値
を
高

斜里町国保病院の看護師宿舎

顕彰・表彰式のパンフレット

議 会 の お 知 ら せ
次の定例会議は３月の予定です
日程など、詳しくは折り込みチラシ等
でお知らせします。

議長宛の文書は議会事務局へ
議会議長宛の文書や案内状は、議長の公務
日程上の調整をする必要がありますので、
議会事務局へお届け願います。

め
る
と
い
う
観

点
は
私
も
同
じ

思
い
で
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
指

摘
を
参
考
に
し

て
い
く
と
と
も

に
、
式
典
の
方

法
に
つ
い
て
も

工
夫
を
し
て
参

り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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斜里町沿岸の海底環境調査について
金盛 典夫 議員金盛 典夫 議員

町政を問う! 一 般 質 問一 般 質 問

録画映像を動画でチェック▶

12月定例会議

て
お
り
ま
す
が
浸
食
は
と
ど

ま
る
こ
と
な
く
進
行
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

平
成
29
年
か
ら
北
海
道
及
び

関
係
８
市
町
に
よ
る
「
オ
ホ

ー
ツ
ク
海
沿
岸
海
岸
浸
食
対

策
検
討
連
絡
調
整
会
議
」
を

問　

斜
里
町
の
漁
業
に
占
め

る
割
合
が
非
常
に
高
い
サ
ケ 

 

・
マ
ス
の
不
漁
が
長
期
に
及

ん
で
お
り
、
ホ
タ
テ
、
ホ
ッ

キ
の
ほ
か
毛
ガ
ニ
な
ど
浅
海

資
源
も
不
振
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

ホ
タ
テ
資
源
の
減
少
は
底

質
の
悪
化
が
原
因
と
さ
れ
、

ホ
ッ
カ
イ
シ
マ
エ
ビ
の
不
漁

は
藻
場
の
消
失
が
原
因
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

浅
海
資
源
の
漁
場
再
生
事

業
及
び
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
推

進
に
向
け
た
対
策
を
講
じ
る

た
め
に
、
沿
岸
の
海
底
環
境

調
査
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
そ

し
て
漁
場
造
成
が
必
要
で
す
。

　

水
中
ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
用

い
た
海
底
の
環
境
調
査
を
行

う
考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

町
長
　
昭
和
63
年
に
漁
場
基

本
図
を
作
成
し
漁
場
造
成
や

環
境
調
査
を
行
い
ま
し
た
が
、 

ホ
タ
テ
は
成
長
悪
化
に
よ
り

平
成
５
年
以
降
大
規
模
な
稚

貝
放
流
を
停
止
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
漁
業
関
係
者
に

よ
り
海
洋
観
測
ブ
イ
の
設
置

や
観
測
を
続
け
て
お
り
、
今

後
も
漁
業
関
係
者
の
要
望
を

受
け
、
試
験
研
究
機
関
の
意

見
を
参
考
に
海
洋
環
境
の
調

査
や
調
査
支
援
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

問　

斜
里
町
の
海
岸
は
大
栄

か
ら
峰
浜
地
先
ま
で
長
大
な

砂
丘
地
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
砂
の
供
給
が
途

絶
え
た
た
め
か
浸
食
が
著
し

く
、
年
を
追
う
ご
と
に
加
速

し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

海
岸
の
浸
食
が
長
期
に
わ

た
れ
ば
防
潮
保
安
林
の
喪
失

を
も
た
ら
し
農
作
物
へ
の
塩

害
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
海
岸
砂
丘
林
は
オ

ホ
ー
ツ
ク
特
有
の
景
観
を
形

成
し
、
縄
文
時
代
か
ら
近
世

に
至
る
国
指
定
史
跡
に
匹
敵

す
る
貴
重
な
遺
跡
が
多
数
存

在
し
ま
す
。

　

海
岸
浸
食
を
止
め
る
方
法

の
一
つ
と
し
て
養
浜
工
法
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
海
岸
管

理
者
の
北
海
道
に
対
し
、
浸

食
防
止
対
策
を
強
力
に
働
き

か
け
る
べ
き
と
考
え
ま
す
が

町
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
斜
里
の
海
岸
線
は
冬

季
の
波
浪
や
台
風
な
ど
の
影

響
に
よ
っ
て
浸
食
が
す
す
み

後
背
地
の
施
設
に
被
害
が
及

ん
で
い
ま
す
。

　

北
海
道
は
森
林
管
理
署
と

連
携
し
て
浸
食
防
止
の
波
返

し
擁
壁
工
事
を
行
う
な
ど
し

海
岸
浸
食
防
止
の
た
め
の
養
浜
工
法
に
つ
い
て

藻場の役割（水産庁「藻場の働きと現状」より）

脱
炭
素
と
漁
場
造
成
の
相
乗
効

果
を
狙
う
取
り
組
み
が
国
主
導

で
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

開
催
し
対
策
の
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
も
養
浜
工
法
の
み
な
ら
ず

多
角
的
な
視
点
で
海
岸
保
全

に
努
め
る
よ
う
要
望
し
て
ま

い
り
ま
す
。

斜里川河口左岸地区海岸の浸食状況。漁業番屋のすぐ後ろに釧網本線が通っている。

JR釧網本線JR釧網本線

漁業番屋漁業番屋

消波ブロック消波ブロック

Google Earth 20161001Google Earth 20161001
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で
す
が
、
各
課
に
「
縦
割
り

の
壁
」
が
あ
り
実
現
し
に
く

い
組
織
構
造
で
す
。 

　

そ
こ
で
「
Ｄ
Ｘ
推
進
室
」

を
町
長
直
属
の
課
と
し
て
、

若
い
担
当
者
を
入
れ
て
、
各

課
へ
「
横
ぐ
し
を
刺
す
」
組

織
を
提
案
し
ま
す
が
、
所
見

を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
窓
口
改
革
が
一
つ
の

例
で
す
が
、
税
務･

住
民
生

活･

水
道
課
等
の
窓
口
と
Ｄ

Ｘ
推
進
室
が
連
携
し
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
て
、
他
職
員
も
加
わ
り

新
し
い
業
務
形
態
を
作
る
取

組
を
し
て
い
ま
す
。

問　

労
働
力
不
足
は
斜
里
町

役
場
で
も
深
刻
で
、
国
は
自

治
体
に
対
し
「
ス
マ
ー
ト
自

治
体
」
へ
の
転
換
を
求
め
て

い
ま
す
。
斜
里
町
で
も
真
剣

に
考
え
て
い
く
時
期
で
業
務

改
善
が
必
要
と
考
え
ま
す

が
、
町
長
の
所
見
を
伺
い
ま

す
。

町
長
　
私
も
ス
マ
ー
ト
自
治

体
へ
の
転
換
は
重
要
と
強
く

感
じ
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
て
省
力
化
・

効
率
化
で
き
る
プ
ロ
セ
ス
の

抽
出
を
現
在
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

問
　
数
値
化
し
て
評
価
し
て

い
く
手
法
に
つ
い
て
は
ど
う

考
え
ま
す
か
？

町
長
　
評
価
す
る
の
に
全
て

を
数
値
化
し
て
い
く
の
は
、

人
的
工
数
が
少
な
い
た
め
難

し
い
作
業
で
す
。

問　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

町
長
　
来
年
に
は
方
向
性
を

示
し
、
再
来
年
に
は
体
制
の

整
備
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
示

せ
る
と
思
い
ま
す
。

り
、
約
１
２
０
０
名
が
登

載
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
３

自
治
会
と
協
定
を
結
び
協
力

依
頼
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
等
で
自
治
会
等
で
の

対
応
が
心
配
さ
れ
る
現
状
も

認
識
、
住
民
が
安
心
し
て
避

難
で
き
る
よ
う
推
進
体
制
を

整
備
し
適
切
か
つ
柔
軟
な
対

応
に
心
が
け
ま
す
。

問
　
実
践
的
な
訓
練
は
考
え

て
い
ま
す
か
？

町
長
　
難
し
い
問
題
で
す
が

地
域
で
の
防
災
の
考
え
を
み

ん
な
で
共
有
し
、
出
来
る
と

こ
ろ
か
ら
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

問　

斜
里
町
に
お
い
て
も
斜

里
町
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

い
て
防
災
組
織
が
作
ら
れ
、

地
域
自
治
会
に
お
い
て
も
自

主
防
災
組
織
が
作
ら
れ
日
頃

か
ら
防
災
訓
練
・
研
修
会
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
要
配

慮
者
の
避
難
誘
導
や
避
難
態

勢
に
つ
い
て
は
不
十
分
だ
と

思
い
ま
す
。

　

特
に
車
椅
子
使
用
者
の
避

難
誘
導
態
勢
で
は
3
人
以
上

の
人
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
定
年
延
長
な
ど
が
あ

り
、
自
治
会
役
員
も
多
く
が

仕
事
を
し
て
お
り
災
害
時
に

駆
け
つ
け
る
の
が
困
難
と
も

思
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
斜
里

町
と
し
て
の
取
り
組
み
状
況

に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　「
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い

う
精
神
の
も
と
に
自
主
防
災

組
織
が
、
37
自
治
会
中
24
自

治
会
で
組
織
さ
れ
て
お
り
、

令
和
4
年
度
は
7
自
治
会
が

避
難
訓
練
を
実
施
し
て
お
り
、

町
も
３
年
に
１
度
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
で
事

前
に
収
集
・
管
理
を
し
て
お

横
ぐ
し
を
刺
す
組
織

を
町
長
直
属
に
置
い

て
は
？

小
学
校
低
学
年
の
避

難
場
所
の
指
導
は
？

封
入
封
緘
業
務
こ
そ

各
課
共
通
の
作
業
。

機
器
を
導
入
し
て
省

力
化
し
て
は
？

問　

業
務
を
省
力
化
す
る
の

に
標
準
化
や
統
一
化
が
必
要

町
長
　
各
学
校
で
、
避
難
訓

練
、
１
日
防
災
学
校
な
ど
、

防
災
教
育
を
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
中
で
保
護
者
の

指
導
が
必
要
で
あ
り
、
家
族

会
議
で
確
認
す
る
こ
と
が
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
長
　
業
務
全
般
に
つ
い
て

点
検
、
見
直
し
て
お
り
、
デ

ジ
タ
ル
化
、
機
器
導
入
、
外

注
な
ど
様
々
な
選
択
肢
の
中

か
ら
、
コ
ス
ト
比
較
や
現
場

の
声
を
重
視
し
な
が
ら
最
適

な
方
法
を
選
択
し
て
い
き
ま

す
。

斜
里
町
の
防
災
組
織

の
現
状
と
要
配
慮
者

の
避
難
態
勢
は
？

実現あるスマート自治体に向けた
取組について

災害発生時のひとり暮らしの高齢者、車椅子使用者など
要配慮者の避難誘導と避難態勢について

佐藤 広之 議員佐藤 広之 議員

石井 博美 議員石井 博美 議員

町政を問う!

町政を問う!

一 般 質 問一 般 質 問

一 般 質 問一 般 質 問

12月定例会議

12月定例会議

録画映像を動画でチェック▶

録画映像を動画でチェック▶
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被
害
か
ら
約
30
数
年
経
過
し

て
お
り
当
時
を
知
る
人
も
記

憶
も
薄
れ
て
い
く
中
で
改
め

て
自
然
災
害
に
対
す
る
議
員

の
役
割
に
つ
い
て
勉
強
し
て

き
ま
し
た
。

研 修 会 報 告
　

北
網
ブ
ロ
ッ
ク（
置
戸
町
、

大
空
町
、
美
幌
町
、
小
清
水

町
、
清
里
町
、
津
別
町
、
訓

子
府
町
、
斜
里
町
の
８
市
町

村
）
町
議
会
議
員
研
修
会
を

斜
里
町
議
会
が
当
番
町
と
な

っ
て
、
斜
里
町
公
民
館
ゆ
め

ホ
ー
ル
知
床
に
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

講
演
は
斜
里
町
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
初
海

淳
氏
、
テ
ー
マ
は
「
観
光
を

軸
と
し
た
知
床
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
、
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
」
と
題
し
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
に
携
わ
っ
た
経
緯
か

ら
２
０
２
０
年
現
職
に
着
任

し
て
以
来
、
現
在
の
任
務
か

ら
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
語

ら
れ
ま
し
た
。

　

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な

く
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
新
手

法
に
て
、
Ｚ
世
代
か
ら
α
世

代
に
向
け
た
戦
略
、
知
床
観

光
か
ら
始
ま
り
最
終
目
標
が

移
住
定
住
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
１
０
０
名
、
町

議
会
議
員
か
ら
多
く
の
質
問

が
出
て
、
盛
況
の
う
ち
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
大
津
市
に
あ
る

「
全
国
市
町
村
国
際
文
化
研

修
所
」
に
お
い
て
「
防
災
と

議
員
の
役
割
」
の
研
修
会
が

行
わ
れ
、
全
国
か
ら
市
町
村

議
会
議
員
約
１
０
０
名
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

自
然
災
害
は
毎
年
全
国
各

地
で
発
生
し
て
お
り
常
に
観

測
史
上
初
め
て
記
録
的
状
況

と
い
う
規
模
で
起
き
て
い
ま

す
。
住
民
の
命
と
生
活
を
守

る
た
め
、
日
頃
か
ら
の
防
災

意
識
の
向
上
、
訓
練
や
備
え

助
け
合
え
る
関
係
づ
く
り
ま

た
、
行
政
と
の
緊
密
な
連
携

が
改
め
て
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
災
害
発
生

に
備
え
平
時
か
ら
の
防
災
の

心
構
え
や
地
域
で
の
連
携
の

重
要
性
に
つ
い
て
学
び
現
在

の
防
災
対
策
に
関
連
す
る
諸

課
題
や
議
会
・
議
員
の
果
た

す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え

研
修
し
て
き
ま
し
た
。
講
師

に
は
東
京
大
学
名
誉
教
授
平

田
直
氏
を
始
め
跡
見
学
園
女

　

11
月
21
日
か
ら
２
日
間
の

持
続
可
能
な
地
域
創
造
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
会
議
が
茨
城
県

境
町
で
行
わ
れ
参
加
し
ま
し

た
。

　

初
日
は
境
町
町
長
の
町
づ

く
り
の
講
演
を
聞
き
、
そ
の

発
想
の
大
胆
さ
と
実
行
力
に

驚
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
一
般
的
事
例
の

発
表
で
し
た
。

北
網
ブ
ロ
ッ
ク
町
議
会
議
員
研
修
会

斜
里
町
　
11
月
5
日

市
町
村
議
会
議
員
研
修
会
　
〜 

防
災
と
議
員
の
役
割 

〜

滋
賀
県
大
津
市
　
11
月
20
日
～
21
日

持
続
可
能
な
地
域
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

・移住定住対策と子育て日本一を目指す
・英語移住　・20歳まで医療費無料
・給食費半額３人目無料
・育児用品クーポン３万円
・45歳以下の町外居住者で、中学生以下の子供

がおり地域活動に積極的に参加し20年住み続
けた方に、新築戸建て無償譲渡。また家賃助
成も事業化。

子
大
教
授
鍵
屋
一
氏
な
ど
に

よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
鍵
谷

氏
は
斜
里
町
ウ
ト
ロ
地
区
防

災
計
画
に
も
関
わ
っ
て
お
り

日
本
全
国
の
状
況
を
把
握
し

て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で

あ
り
ま
す
。

　

過
去
、
斜
里
町
で
も
大
雨

（
１
９
９
２
年
９
月
12
日
）

に
よ
る
大
規
模
範
囲
に
渡
る

冠
水
被
害
や
北
海
道
東
方
沖

地
震
（
１
９
９
４
年
10
月
４

日
）
に
よ
る
道
路
陥
没
な
ど

日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す

1992年9月12日 大雨災害時の斜里小学校グ
ランド横道路冠水の様子

・ふるさと納税59億円
　町長がふるさと納税上位の市町村訪ね
研究した結果、全国トップクラスの納税
額となる。

・スポーツを核としたまちづくり
　オリンピック基準の「ホッケー場」「テ
ニスコート」「柔道場」「ＢＭＸとローラ
ースケート場」などを設置。他にサーフ
ィン専用の波の出るプールもある。

・すべての子どもが英語を話せる町へ
　英語教師（フィリピン人）を24人雇
用して英語教育する。小学6年生の英検
５級保有率73％、中学3年生の英検３級
保有率42％となる。

茨
城
県
境
町
　
11
月
21
日
～
22
日

橋本町長（47歳３期目）の実績

（
荒
木
議
員
）

（
木
村
議
員
）
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津軽藩士関係史跡

知床博物館

地域公共交通実証運行

所管事務調査とは	
　町から提案された予算案条例案などの議案を審査するのと違い、条例の立案や町への政策提言など
の政策形成等を目的に、常任委員会が自主的に所管する事務について行う調査のことです。

みらいあーる最終処分場

朝日小学校

総務文教常任委員会

１．みらいあーる最終処分場の現況と次期整備における
計画値の確認について
　現在の最終処分場は10年が経過し、３分の２が使用してお
り、メタンガス抜きが５本設置しているが今後６～７年で使
用完了する見通しです。広域処理との関係性も考慮しながら、
少しでもコストの抑えられる結果となるよう注視が必要と思
われます。

２．朝日小学校長寿命化改修事業について
　特に今年は猛暑だったため、各教室等の冷房設置状況も確
認しましたが、工事の進捗状況については順調に進められて
いました。遊具の現況調査について、グラウンドに設置して
ある遊具を視察しましたが、特に木を使用した遊具が年数経
過と共にひび割れしており、早急的に今後の対応が必要であ
ると考えます。

３．知床博物館施設現況について
　博物館についての事前説明を担当職員より受け、その後施
設を確認しました。特に説明を受けた中で、本館・歴史民俗
資料館は築45年、交流記念館は築30年が経過し、老朽化が進
行しています。2028年は知床博物館50周年を迎えるため、入
館者数対策も含め具体的な検討が必要であり、観光振興を視
野に入れ時代に合った改築の検討をすべきと思われます。

４．津軽藩士関係史跡の現況について
　町内６ヶ所の史跡の説明を担当職員より受けながら現地視
察を行いました。その中で、木で建てられた史跡３ヶ所と説
明板が塩害により劣化しており、早急に対応が必要と思われ
ます。また町民にも史跡をPRする必要があると感じました。

５．地域公共交通実証運行について
　９月から11月まで実証実験しており、現地企業に行き現況
の説明を受けました。車１台、運転手１名で対応していると
のこと。利用時間帯は午前中に集中しており、１人での乗車
が多く、多い時で20件、少ない時は４、５件であり、行き先
は買い物及び国保病院が多いとのことでした。利用客は平均
してそれほど多く無いようですが、途中経過でもあり、効果
検証を行い新たな公共交通体系を構築すべきと考えます。

町

内

所

管

事

務

調

査

●今年度の町内所管事務調査は、みらいあーる最終処分場、朝日小学校、知床博物館、津軽
藩士関係史跡など施設現況や今後の整備についての調査、また地域公共交通実証運行につ
いての状況確認を行いました。
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産業厚生常任委員会

町

内

所

管

事

務

調

査

●今年度の町内所管事務調査はウトロ地区を中心に、観 
光地の現状や漁港、施設の状況調査を行いました。現 
場で担当課の説明を聞き、今後の事業展開についてや 
改善策なども確認し、委員会で協議をしました。

海別川可搬魚道

オロンコ岩

カムイワッカ湯の滝

ルシャ地区

１．ルシャ地区 （ルシャ地区の現状と今後の利用の可能性）
　現在一般の立ち入りはできませんが環境保全や道路の維持
管理などの観点から現状調査を行いました。海岸のごみの状
態や通信設備の設置状況など今後に向けた課題も見受けられ
ました。

２．カムイワッカ湯の滝 （カムイワッカ湯の滝の現状と今
後の課題について）
　今年度18年ぶりに４の滝まで開放した経過と現状について
調査しました。体験型観光として希少価値がありますが安全
面とのバランスが課題です。

３．オロンコ岩 （老朽化が進む木道について）
　修繕箇所の確認や安全対策について現状確認をしました。
木道は老朽化が進み都度修繕していますが今後の整備の考え
方なども確認しました。

４．オロンコ岩駐車場〜ウトロ漁港 （東港中突起）（トイ
レの必要性の調査及び小型観光船乗り場整備について）
　駐車場トイレ撤去後の状況や、観光船乗り場について調査
を行いました。委員からは小型船乗り場はユニバーサルデザ
インの導入も検討すべきではという意見も出されました。

５．ウトロ漁港 （ペレケ新港） （特定漁港漁場整備事業計画 
（農林水産省）について）
　今年度から設計を開始し令和14年度に完成予定です。新
たな船着場の整備と用地確保がされ、漁業従事者の労働環境
改善が期待されます。

６．海別川魚道（海別川の可搬魚道設置試験の現状について）
　令和２年から香川高等専門学校と連携し行っている可搬魚
道設置試験ですが遡上に一定の効果が出ており、令和６年度

まで設置し環境ＤＮ
Ａ調査も踏まえ今後
の継続を検討してい
く予定です。

ウトロ漁港

オロンコ岩駐車場
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Facebook ホームページ

◦Facebookで議会の情報を発信中!
◦ホームページでは、議会インターネット中継、

録画配信・会議録、広報も見ることができます。

http://gikai-sharitown.net/index.html で検索斜里町議会

委員会活動報告
　斜里町議会では、常設の四つの委員会が、各々の役割を持って活動しています。
　それぞれの委員会では、どのようなことが行われているのか、その様子や内容をお伝え
します。

総務文教常任委員会・産業厚生常任委員会
議会広報常任委員会・議 会 運 営 委 員 会

議会広報常任委員会
⃝10月12日（第７回）
　・議会だより201号の校正作業
⃝10月18日（第８回）
　・議会だより202号に向けての構成方法について
⃝11月28日（第９回）
　・議会だより202号のデザイン・見やすさについ
　　て
⃝12月20日（第10回）
　・議会だより202号のページ割り等について

総務文教常任委員会
⃝10月11日（第７回）
　・町内所管事務調査、まとめ
⃝11月24日（第８回）
　・町内所管事務調査報告まとめについて
　・令和６年度道外所管事務調査実施について
⃝12月13日（第９回）
　・12月定例会議議案説明
　・道外所管事務調査日程について
⃝12月21日（第10回）
　・道外所管事務調査先について 議会運営委員会

⃝10月18日（第８回）
　・９月定例会議第29日目の議事運営について
⃝10月18日（第９回）
　・議会モニターの検証について
⃝11月15日（第10回）
　・令和６年度所管事務調査について
　・特別委員会の設置について
　・意見書の取扱について
⃝11月24日（第11回） 
　・11月臨時会議の議事運営について
⃝12月15日（第12回）
　・12月定例会議に係る協議について
⃝12月21日（第13回）
　・12月定例会議第３日目に係る協議について

産業厚生常任委員会
⃝９月26日（第７回）
　・町内所管事務調査、まとめ
⃝11月９日（第８回）
　・AI乗合タクシー実証運行の現状調査
⃝11月24日（第９回）
　・道外、町内所管事務調査報告書について
⃝12月12日（第10回）
　・12月定例会議議案説明

　今回の議会での一般質問は13名の議員の中６名が質問しました。今回の
質問テーマは幅広く行われました。
　2023年も終わり、2024年が始まりました。2024年は国立公園60周年、
2025年は世界遺産登録20周年です。
　広報委員会の活動も気持ち新たにますます町民にわかりやすく、興味を
持ってもらえるような広報誌に改善していきたいと考えております。
　本年もよろしくお願いします。

広報委員会　荒木 敏則、渡邉 　誠、海道 　徹、小暮 千秋、佐藤 広之、
　　　　　　石井 博美

編集後記


